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受理番号 １１第　１５１　号 受理年月日 平成１１年１１月１７日

件　　　名 羽田空港跡地に関する陳情

提　出　者

【趣　　　旨】

　羽田空港跡地に防災避難場所や区民の交流の場となるような広場を確保するとともに、

旧羽田空港の由来と跡地発生の経過が歴史に残せるような記念碑を建立してください。

【理　　　由】

　かつての羽田空港があった地域には、昭和２０年９月２１日までは羽田鈴木町、羽田穴

守町、羽田江戸見町の３町があり、水と緑豊かなこの地域は、子供たちが釣りをしたり、

海水浴を楽しんだり、空き地で飛び回ったりしていたところであり、大人たちは漁業や海

苔栽培で生活をしていた場所でもありました。わが国全体が敗戦に打ちひしがれていた昭

和２０年、この地域も空襲のつめあとが生々しく残っており、着のみ着のままで住む家も

ないものが多くおりました。

　そのような中で、進駐軍による４８時間強制退去命令が出され、訳もわからないまま移

住を余儀なくされました。その土地に米軍によって空港が建設され、わが国に返還され

度々の拡張を経て旧羽田空港が建設されてきました。現在、空港の沖合移転がまさに完了

しようとしており、跡地の利用について様々な論議が展開されていると聞いております。

　私ども住民といたしましては、跡地になろうとしている地域にかつて人々が住んでいた

ことと、その人々の犠牲があって空港ができた歴史は、何としても残していただきたいと

考えております。そしてその場所が防災避難場所や区民の交流の場になり、記念碑が多く

の人々の目にするものとなることを期待いたします。これらの私たちの願いが実現できま

すよう、地域の方々の署名を添えて陳情いたします。



羽田穴守町居住者概略図
羽田鈴木町
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請願・　陳情の審査結果について（お知らせ）
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　平成１１年１１月１７日に提出されました下記請願は、羽田空港対策特別委員会

委員会の審査を経て、平成１１年第四回定例会において下記のとおり決定いたしま
したのでお知らせいたします。

２　審査結果
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